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自由・労働観の限界 (n -1 )，新たな観点への移項( n ー 2 )という順でみていくことにする。
I 
1 )シモーヌ・ヴェイユは工場労働に入る前に，自ら遺書と呼んだ作品Réflexions sur 
les causes de la libert? et l'oppression sociα le を書き上げ，その中で自己の自由・
労働観を確立した。この作品を見ると，最も人間的な労働は自由を実現することであると
彼女か哩解していたことがわかる。そこでまず，彼女が自由についてどのように考えてい






























































































1 )シモーヌ・ヴェイユの工場労働の体験は，原初の形では Journal d'usine や Trois










































2 )シモーヌ・ヴェイユは ， Exp駻ience de la vie d'usine (1941) と Condition
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